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奈■ 0 人ピ白ムの会
森林保護を考える Ⅱ

川井 秀夫

奈良 。人 と自然の会

「文化遺産を守れない国は、環境問題を語る資格はない」これは外国のジャーナリス ト

が言った言葉だが、先日 平城宮跡 大極殿正殿復原の工房を見学、昨年は唐招提寺の平成

大修理の現場を、また斑鳩の里で、名工 西日 常一氏の遺された工房を見聞し、日本の木

の文化、匠の世界に心酔 し、驚きと感銘を受けたものである。

しかし、散在する製材の巨木を見ていると、この本はどこから来たのか素朴な疑間が湧

いて くる。関係者によればヒノキは台湾、ケヤキは紀伊山地からと言う。

話は変わるが、能面の素材は木曽産のヒノキが最も良質で、枯渇しつつあるとも聞 く。

また、碁盤のカヤ、野球のバットのアオダモも輸入材に頼る現実がある。

日本は既に熱帯林を破壊する先鋒の烙印を押され、最近では熱帯林の保護規制により寒

帯林にその手を伸ばしている。森林破壊が何をもたらすか、今や自明の理と議者ならずと

も心が痛むが、心な惑為政者に、利益優先の経済人に、良識を強く促 したい。

この様に書 くと、日本が大発ヽの様に聞こえるが、世界に目を向けると熱帯林の喪失の

最大要因は途上国の貧困と人口爆発、就中、食糧危機にある。焼き畑農業による伐採・ 牧

畜・ 農場の建設、観光開発等 今や日本の総面積の80%が 、毎年森林が失われつつある
と言う。

世界の現象を見ても、スエズ運河の土砂の堆積、黄河の断流、バングラデシュの洪水と

早魃、これらは流域の緑の喪失がもたらすものと言われている。

最近余り報道されなくなったが、硫黄酸化物・窒素酸化物が硫酸と硝酸に化けて人気を

汚染、酸性雨となって山林を死滅させる 等 ・々・・ .

緑の破壊→土壌の流失→災害多発→農業の低迷→飢餓。この悪循環を断ち切る国際的な

施策の中に、先進国 日本の役割は、極めて重要な意味を含んでいる。

話を日本に戻そう。文化と文明の相克はいつの時代にもあるが、伝統的な基層文化は自

然の恵みをつつましく享受して守られるべきだと思う。伊勢神宮の 20年 ごとに行われる
式年遷宮を無駄とみる人もいるが、神が宿る木を、腐る前に命を受け継いでゆく、命を常

に新 しくしていく、これが遷宮の本質である。森の養った道徳と技術、本は日本の命の象

徴として存在する。

因みに伊勢神宮は神路山・ 島路山の御用林を持ち、造替の古材は中小の寺社にリユース

されていく。

また、弥生時代から続 く稲作農業は、森を伐り過ぎてはいけない事を知っている。なぜ

なら最も大事なのは雨で水は森が蓄える。少しづつ川に流し絶えることがない。農業は森

も伐るがその森は必ず残していく。

梅原 猛は言う。砂漠で起こった思想は地球を砂漠化する。森の思想が地球を豊かにす
る。そして生命を奪わない。そういう思想に人類はもどらなければいけない。日本は勿論

戻らなければならないと。
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カ ワウ
長野 晃

近くにいる大型の黒い トリといえばカラスとカワウです。地上や樹上にいる時は問題あ

りませんが飛翔時の区別は最初のうちは少し難しいかもしれません。ずんぐりしていてゆ

つくりした羽ばたきであればカラス、首が長く全体にほっそりで羽ばたきが早ければカワ

ウです。複数11飛んでいる時はばらばらであればカラス、隊列を組んでいればカフウです。

カラスは真つ黒ですが、カワウは全体に黒色で背中の部分は茶褐色、嘴は薄い黒色、嘴

基部は黄色、頬は自色で繁殖11になると顔と脚の付け根部分が自くなります。もつとも光

線の具合や個体差で背中が真つ黒や黒緑色に見えることもあり、また、若鳥は茶色つぽい

等々具体的に書くとなると結構複雑です。観察する際のもうひとつの目のつけどころは

「目」です。虹彩が美しい緑色ですが、緑の虹彩を持つ トリは他に思い当たりません。

この鳥が泳いでいるのを見ると身体が殆んど沈んでいて背中の部分と首から上だけしか

見えず、近くにいる多くのカモやカイツブリが殆んど腹部しか水に浸かつていないのと好

対照です。また、水から上がると翼を半開きにして陽や風に当てて一生懸命乾かしている

のもよく見かけます。これは、他の水鳥に比ベカワウの羽には脂肪分が少ないからだそう

です。少 し難 しくい うと、尾脂線が未発達で脂肪の分泌が少ないとい うことです。

ウは潜水が得意で水掻きが 3枚 (カモは 2枚)あ ります。尾翼で舵をとりますが、翼は畳

んだままです (アイサ類などは翼で水を掻く)。 水中で魚を食べることはできず、必ず水面

に出てから飲み込みます (カイツブリは小魚なら水中で飲み込むことができるようです )。

ところで、ウという名は 「魚 (う お)」 のウ、魚を飲み込む時の音、「浮く」のウなど諸

説があります。漢字の鵜は中国ではペリカンのことで、植物名でもたくさんの例があるよ

うに、間違つて当てられたものです。ウは中国では「魚鷹」で、別名もありますがここで

は表記出来ないので省略します。「魚鷹」というとミサゴを連想しますが、その通りで中国

ではミサゴも「魚鷹」だそうです。何れにせよウはペリカンロのトリですから、「鵜」の字

が当てヽれたことは、当たらずといえども遠からずというところでしょう。

鵜 と言えば鵜飼ですが、鵜飼に使 うウはウミウでしょうか、カワウでしょうか。

正解はウミウです。宇治り||の鵜飼に若い女性の鵜匠がいますが、彼女がまだ修行中であつ

た 3年ほど前、話題に悪乗りして生まれて初めて鵜飼なるものを見物に行きました。いざ

出陣の直前、パドック?に繋がれたウたちに彼女が魚を与えるところまで見せてもらいま

したが、その時にバッチリ確認しました。嘴の付け根の皮膚の露出した黄色い部分が自い

部分にキュット入り込んでいました。カワウではこれが入り込んでおらず、両者のもつと

も顕著な区別点です。「鵜飼には昔はカワウを使つていた」という記述もある一方、両種の

識別は難しく「1932年まではウミウをカワウ、カワウをウミウと呼んでいた」という記述

(大橋弘一著「鳥の名前」)もありますので、ややこしいことですが、現在はウミウを使つ

ていることだけは確かなようです。今年の夏は久しぶりに宇治川へ行き美人鵜匠の成長振

りを見届けたいと思つています。

「おもしろうてやがて悲しき鵜舟かな」 芭蕉
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5月 度例 会 報 告 「高取 城跡 」

【実施日】 5月 28日 (土)晴天

【コース】 近鉄壺阪山駅 (バス)一壷坂寺・・ B五百羅漢 壼●口八幡宮・・・高取城跡
583.9m(昼食・散策)・ ・・国見台 口・ 3猿石口壼口七由・・・砂防公園 (反

省会)・ ・・植村邸長屋門・ ``夢創館・・・壺阪山駅  (所要約 3時間、7

キロ)

【参加者】 市村、織、川井、勝日、小山、砂山、豊日、西村、野田、林、福谷、山田、

吉村、弓場、豊島 (担当)

【参加者の声】 変化に富んだいいコースだつた。本苺が一杯あつて楽しかつた。緑の中
でいい気持ちになれた。参加して良かつた。岩山に点在している羅漢がすば

らしかうた。山城の偉容に圧倒された。日本―を実感した。高取山は来るた

びに新しい発見がある。

【担当からひとこと】コースを歩いている間ずつと小鳥の声が続いていました。木立の中

を歩くのはとても気持ちのいいものです。桜の頃、もみじの頃にぜひ一度訪

れてください。

6月度例会「シャクナゲの稲村ヶ岳」参加日誌

― -6月 12日 (日 )。 13日 (月 )―   /」、森 清道

気象予報官の舌打ちが聞こえてきそうな「入梅宣言」直後の好天気の中、洞川温泉に

1泊 2日 の行程で稲村ヶ岳(1,726Dを 登頂する行事に参加する。3名の新規会員を含め

男性 9名、女性 13名の総勢 22名。

下市口駅から 1時間ほどバスに揺られて洞川温泉郷で一番の老舗を誇る宿泊旅館に
リュックを預け、早速初 日の行動に入る。先ず |ま竜泉寺で安全祈願と腹楕え。境内のオ

オヤマレンゲの雷に関心が集まる。修験者のホラガイを借りて夫々がJL戦。先ず会長、次

いで副会長いずれも音なし。次々と手渡るが全て「スー」。唯一人、1氏が初音を高らか

に響かせた。さればと満を持して自分もトライしたが結局音(ネ)を上げただけ。

洞川の名勝「面不動鍾乳洞」や「かりがね吊橋」を訪ねた後、モミ・ウラジロモミ・ トチ等

針・広混交林の自然研究道を経て展望台に至れば眼下に温泉郷が一望され、正面の迫つ

た山並みに周囲のスギ =ヒ ノキの植林とは一際異なつた色彩の植生郡も散見される。

「クリです」、寺田リーダーが飢饉に備えた村人の知恵を教えてくれる。水が冷たい故に

稲作が適さない厳しい環境でのまさかに備える「救荒植物」だったのだ。

洞川の清流の辺に"役の行者"が修行したと言われる
り
こうもりの岩屋"と "と うろうの

岩屋"があり、とりわけ後者にはド肝を抜かれた。

小規模の鍾乳洞で天丼はあくまで低く、足許はアイスバーン状のうえ至る所にクレバス

がありしかも周囲は真つ暗闇、冷気すら漂う。進むには貸出し懐中電灯の一条の明かり

を頼 りにお相撲さんの仕切りの姿勢で一歩一歩 ドスコイ・ドスコイ。足許に気を取られ

て腰が浮くと「頭が高い |」 とゲンコツでゴツン。と言つて上にばかり気を遣っている

と足許を掬われる。唯ひたすら平身低頭、這いつくばうしかない。なんだかこれまでの自

分の人生を再現しているみたいで何とも早や…・。

岩屋の辺の清流にカワガラスが出現、キセキレイ共々短い修行の後の心を和ませてくれ

た。さすが"大峯山系"は 自然豊かで奥が深い。"エ コミュージアム"で見たビデオがその厳

しくも優しい魅力を物語っていた。
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宿では天川村観光課の樋口さんと洞川エコミュ
ニジアムの大西センター長が出向い

て来られ、我々に大峯山と役行者所縁の歴史t大峯山の玄関・洞川の戦後の大火と復興の

歴史、温泉湧出後の観光化の歩み、更には女人禁制に係わる時代の変遷や五社寺
。人講の

対応、果ては"吉野"と の角逐云々まで興味津々の話題で講話を頂戴した。

温泉風呂結構でした。夕帥のお膳これまた結構でした。

酔い覚ましに下駄履きで表通 りを散策すれば、縁側を大きく開けた所謂"行者宿"が軒を

連ね、看板に"陀羅尼助"を掲げる店がそこかしこ、下駄の音だけが反響する静かな山あ

いの作まいだつた。

「5時起床、6時朝食そして 6時半出発、時間厳守 !」 弓場リーダーの声が朝に弱い我が

身に突き刺さる。早めにお開きとなつた酒宴から男性部屋に戻つてみれば大部屋に膏薬

を張り詰めたように 9枚の布団が一杯に敷かれている。ああ懐かしの修学旅行。

夜も更けるに連れ 9人、否 8人の男性が奏でるハーモニーの物凄さ。上手では断崖に打

ち寄せては玉と散る怒涛の響き、下手では松林を吹きぬける風の轟々たる響き、大自然

の真っ只中に身を横たえるうちに自々と眠れぬ夜は明けてきた。

明けて 2日 日、愈 "々稲村ヶ岳
″
めざして時亥」どうり登山口に入る。スギの植林を切 り

開いた登山道は緩やかな勾配と落枝葉に覆われて足に優しい。

この"稲村ヶ岳"は元は"山上ヶ岳"(大峯山:1,719m)と 同様、女人禁制の山であつたが

開放を求める時代の要請を一部取り入れ,女性が楽しめる様に林道を整備したもの
。・・

と言 う昨夜の講話を思い出す。ぐんぐん登り法力峠(1,217捕で一息入れる。

この辺 りで周囲の植生はがらりと変わり,ス ギの人工植林からブナ・ ミズナラ・カ
エデ

などの広葉樹やウラジロモミ・ツガ・ トウヒなどの針葉樹が混在する所謂
"冷。温帯植物

本目"が 巾を利かせる。次の目標地である山上辻の稲村小屋までの荒い道筋の脇にはイフ

カガミの可
′
隣な花や盛りの過ぎた名残のシャクナゲ、それにサラサ ドウダンなどが目を

楽しませてくれる。谷間からはシカの鳴き声だろうか ?。 開けた林でアカグラの甲高
い

警戒の囀 りが長々と続く。そして辺りに木霊するドラミング。

期待の稲村小屋は未だ本格的なシーズン前とあって閉鎖のまま。水施設が使えな
いとあ

つて急遠"男人結界"が設けられた。一同身軽になつて愈々山頂を目指す。

山頂まであと10分程度の道程で何たる事,登山道が大きく崩落 している。山馴れ した

者なら何とか突破できようが 22名全員の無事往来は期し難い。リーダーは状況判断の

上“勇気ある撤退"を選択。安全を旨とする当会の面目躍如である。

小屋の位置に戻り宿のニギリで昼食を取る。汗ばんだ肌に風がやや冷たい。
「19度で

す」寺田リーダーが告げる。開けた広場の周囲を「かな～」とヒグラシの鳴き声に似た

昆虫の大合唱が取り巻く。季節から見てヒグラシは早過ぎるのでは ?ハルゼミか ?それ

ともエゾゼミか ? 帰路は先ずレング辻へ下り"女人結界門"の境界線上で女性達が集

団記念写真を撮る。ここから先が急な下りの連続、しかもゴロゴロと大小の石が散在す

るガラ場で気が抜けない。ひたすら足許を確かめながら一気に下山する。
「行きは良い良

い帰りは怖い」を地で行く。全員無事下山できたのは何よりだつた。

登山口から入つたのが 6:45,同 じ場所に戻つたのが 15:15。 計 8時間半の登山行で

あつた。腰の歩数計が 2万歩を刻んでいた。名水 100選の"ごろごろ水"で喉を潤し

更に宿でひとっ風呂浴びたあと天下の麦水を一杯喉に流し込む。弓場幹事の行き届いた

配慮で帰路のバスは貸切。心地よい疲れと麦水の薬理効果で夢心地のうちに大峰山系の

大自然に別れを告げた。

幹事並びにリーダーの皆さん、本当に有難う御座いました。
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第 3回近畿自然歩道・まほろばの路に参加して

一大淀フルーツの里をたずねる―

篠原章二

今春、自然大学 11期生として無事事業し、地元の「奈良ネイチャー」に入会させていた

だきました。体力的なこともあつて、大上段に卜ふつての活動は何も出来ませんが、自然

を愛する心を礎に、心身の健康を維持しつつ自然保護に役立つ何かができたらいいなと思

いながら、とりあえず、気楽に楽しめそうな「まほろばの路」走破を 1年間の目標に置き

ました。

今回は第 3回 日のコースで、第 1回 日の「吉野・宮滝から吉野山」に続いての参加となり

ました。 (2回 日のコースは都合で参加できず残念に思つています)

この日はやや暑い 1日 となりましたが、下市日から西阿田町までの約 8kmの コースを汗

を拭き拭き歩きました。 (下市日一大阿太高原一大野新田一阿田明神社一西阿田)

嬉しいもので、やはり自然大学です。道中は、先輩の皆さんに色々と樹木や植物の名前を

教えていただき、また、高原の森で美しく囀る野鳥の名前を教えていただきながらの遊歩

でした。特に嬉しかつたのは、幼少の頃、日舎で食べた桑の実や木いちごを自然のまま味

ゎえたことです。味はともかく幼少時代の思い出と重なつてとても感動いたしました。

大阿田高原は20世紀梨を代表とするフルーツの産地でした。

お昼はそのフルーツの里「水盛園」で休憩をさせていただき、経営者の田仲やすたけさん

から梨作りの苦労談をお聞きした後、梨の棚本の下で袋掛けされた梨を見ながらのお昼で

した。田仲さんのお話で、いかに梨作りが大変かがよくわかりました。 1年中全ての仕事

が手作業であり、黒班病 (黒星病)や自然災害と闘いながら、薬に頼らない美味しい梨を

作ることがいかに難しいかを教えていただきました。

時期が時期ならこの苦労の結実たる美味しい20世紀をご馳走になれたのに・・といじま

しい心がちらちらとうごめいていましたが・・ 0。

収穫の季節になると、梨狩りなどで賑わうそうです。やはり、ここでも例に漏れず驚かさ

れたことは、子供たちが梨の皮をナイフでむけないと言うことです。ナイフを使えない、

使わせない教育、そういう風土に染まつた今の日本の現状に改めて大きな矛盾と行く末の

恐ろしさを感じさせられました。

食事の後は観察をしながらの下りのコース。路沿いには、ウルシ科のウルシ、ヌルデ、
ハ

ゼが沢山ありました。見分け方を教えていただいたのは嬉しかつたのですが、ウルジと考

えただけで幼少の頃いつも、かぶれて悩まされていたことを思い出し、この場から早く脱

出したい気持ちにかられていました。

帰路、阿田明神社に参拝しました。誰もいない、建物の傷みがひどい淋しい神社でしたが

この境内で「天害蔦葉」とぃぅ珍しい樹木を観ることができました。

この樹木は珍しい薬木とのことで、いつまでも元気に過ごせるよう阿田明神社に手を合わ

せ、 1枚の葉っぱを記念に持ち帰りました.

日 時 :6月 18日 (土)晴れ
~~~~~<担 当者メモ>一一一一一―

コース :下市口 (10:02)・ ・大阿太高原水盛園 (大阿太の梨のお話、昼食)・ ・花岡大学記念

碑・・・大野新田口・阿田明神社 (反省会)。 ・西阿田 (バス)一下市口 (15115)

参加者 :17名 (内下見7名 )勝由、勝日、川井、小山、砂山、篠原、志水、高井、寺田、林、

福谷、藤田、山田、吉村、弓場、豊島   担当者 :川井  豊島

20世紀梨の生産で有名な大阿太の台地を縦断するコース。ネジキやそよご、桑、
コナラなど木の

種類も多く、日の前に金剛山や葛城山の眺望が開け、高原をわたる
風はさわやかでしたo梨のシー

ズンには摘み取り体験や現地直売所の露店が並びます。

5

団



夕の知識いろい

ヒノキ・檜・檜木  (ヒ ノキ科)の語源
寺田正博

樹皮 (ひわだ)は赤褐色で、屋根材に用い、材は優良な建築材で船舶材・器具材に

も 利用される。「檜 比乃木」 (新撰字鏡).万葉集では単に檜 (ひ)と書かれて
いる。ヒノキに漢字「檜」を使うのは当たっていないと牧野富太郎はいっている。

(檜はイプキビャクシン)。 (牧野新日本植物図鑑 )

[語源]①「火の木」の意で、古来この木をこすつて火を起こしたことから。②ヒメハ

ノキ (姫葉之木)の義。③「日の木」もしくは「霊の木」などの諸説があるが、第一

説が圧倒的に支持されている。しかし、実際には簡単には点火したりしない。ヒノキ

に似た本でいえば、杉の方が火はつきやすく、ヒノキはこすって火を起こすことと結

つきそうにない。方言で和語の「ひ」は太陽を表す最も古い語形で、最高のものを表

す。契沖の説にヒンをてヒノキ瑞宮用材の尊木観から、深津正は日 (ひ)も しくは、

霊 (ひ)をもって檜 (ひ)の語源とされている。 語源辞典植物編 吉田金彦 他

もつぱら夜活動するフクロウ類は、古くから世界的に

吉な鳥とされてきましたが、一方人間つぽい訳知り顔

の風貌から知恵者としても、(日 本では)「福郎」という

響きからももてはやされ、今や焼き物、置物、アクセサ

リー等では不動の人気キャラクターになりました。

魔法使いには大事なアイテム、ハリーボッターでも活躍

しています。

年磁

お近くの神社に大本のある鎮守の森が残つているよう

:til嘗[:][[[営 :をil[]]:慧[:::′子りXl「
′

―に出会えるか楽しみです。
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